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ゆめパレアむこうの休館問題

参考資料と私の意見
２０２１／１１／１７

（注）私・杉谷伸夫の責任でまとめたものであり、市の公式見解ではありません。あくま

で参考にとどめてください。

●「ゆめパレアむこう」の施設内容

①温水プール・・・２５ｍプール、子ども用プール

設置：1995年（設置後 26年経過）

利用者：約１２万人（市民は約 30％）

②健康増進センター・・・ジム、スタジオ

設置：2003年設置後 18年経過）

利用者：約１７万人（市民は約 50％）

●管理運営

・2007年度年より、直営から指定管理に移行。現在は、（株）オージー・スポーツ

・５年契約。2019年度指定管理料＝ 1,849万円

・Ｒ２年度より、単年度契約に変更。2021年度指定管理料＝約 4,600万円（市の説明）

※単年度に変更した理由（概要）

設備の老朽化対策など施設の今後の見通しをたてられていない。

新型コロナによる休館・時間短縮が繰り返され、運営の見通しが不明

●施設・設備の老朽化を巡る問題

・何年前も前から、老朽化した設備の更新の必要性が指摘されていた。

・2021年 9月 16日 サウンディング型市場調査結果を公表

https://www.city.muko.kyoto.jp/kurashi/kenko_hoken/kenko_iryo/4/1629335200968.html

（同様の施設運営事業者からの聞き取りによる調査）

★サウンディング結果を踏まえた市の今後の方針（9月 16日結果公表書より）

今回のサウンディングでは、ゆめパレアむこうが、本市が保有する公共施設

としては、規模が大きく、施設の規模縮小を検討すべきというご意見や今後人

口が減少する中で、財政負担（維持管理に係る経費）の増大を考えれば、運営

が難しくなるのではないかというご意見をいただきました。

本市においては、令和 31 年には人口が約４万４千人まで減少し、市民一

人ひとりの負担増大が予想されることから、今後もゆめパレアむこうの運営を

続け、市民サービスを提供していくことが、市民の皆さまにとって必要なこと

なのかどうか、しっかりと見極める必要があります。

このサウンディングの結果を踏まえて、今後のゆめパレアむこうの長期的な
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方針について、整理・検討を進めます。

・設備の更新に要する費用として、「概算６億円程度」（副市長）。「最小限で３～５億

円」（サウンディング調査での事業者意見）との数字が出ている。

※資料

「ゆめパレアむこう（向日市健康増進センター及び向日市民温水プール）に関する

サウンディング型市場調査の結果公表について」（2021年 9月 16日）

https://www.city.muko.kyoto.jp/kurashi/kenko_hoken/kenko_iryo/4/1629335200968.html

●私の意見

１．老朽化した施設の今後の方針について、遅れていた検討を早急に行うべきです。施

設の規模・設備の内容等の抜本的検討が必要です。

２．今後の在り方の検討は、事業運営者の側の意見だけでなく、何より利用者・市民の

意見を広く聞いて行うべきです。

３．利用者・市民の意見も聞かず、来年４月から休館を決めることに反対です。運営を

継続しながら、検討を進めていただきたい。いったん休館すれば、利用者の多くが

困るし、再開は困難です。

４．この施設は、市民の健康増進のための貴重な施設です。また向日市が現在保有して

いる、数少ない他市に誇れる健康文化施設だと思います。安易に休館－閉館などし

てはなりません。


